






【売上⾼】
前年同期⽐3.2%増、8.1億円増の262億円となった。

【売上総利益】
売上増に伴い利益も増加し１.5億円増

【販管費】
1.5億円減少

【営業利益】
昨年対⽐57%増の8.3億円

【経常利益】
3.3億円増の8.1億円

【特別利益・特別損益】
今期は特に⼤きなものは発⽣しなかった。

【四半期純利益】
4.3億円となった。前年同期⽐で54.7％増。

・増収増益ではあるが、利益⽔準がまだ低いことは⼗分認識している。
昨年同期が低調な決算だったため結果的に増収増益となった。

・⼤きな流れとしては、CRO事業が⼤幅な減収減益となったものの、
国内IT事業や海外IT事業が堅調のため結果的に増収増益となった。



当社は国内IT、海外IT、CROで分類し、セグメント開⽰している。
CRO事業は海外での売上はほぼ無いので、国内での実績となる。

【国内IT】
売上⾼は、18億増加の162億円、営業利益は、5.7億増の8.5億円となった。
特に伸びたのは、中核⼦会社であるシーエーシーで、売上⾼が昨年より、
13億円、営業利益が5億円増加しており、国内ITの増加の主要因と
なっている。

【海外IT】
増収増益となった。売上⾼、5億弱伸びて59億円、営業利益は87百万円で
⿊字に転換した。
第1四半期の時点では⾚字で、昨年は約2億のセグメント損失だったので、
この四半期で⿊字になった。
まだ利益に貢献はできないが、いろいろ苦労してやってきたことが
奏功して⿊字に転換してきたと⾔える。

【CRO】
⼤幅な減収、売上⾼は、昨年より15億円減収の41億円。
減収にともない、営業利益は1億円のセグメント⾚字、昨年より5.4億円
下回った。



【⾦融】
⾦融は3.6億円の減収、その多く（2.3億円）はインド国内における銀⾏と
の取引減。

【信託】
信託向けは増加した。
従来型案件のニーズが引き続きあり売上につながった。

【医薬】
CROは15億円減だが、国内ITで5億円ほど製薬会社からの売上の伸び
があり、トータルで10億円の減となった。

【サービス】
11億増。そのうち7億円強が海外である。特にインドの⼦会社ISLが中東ド
バイでの取引で5億円ほど伸びた。



【国内IT】
受注環境も旺盛。
・受注⾼、24億増の172億円
・受注残⾼、6億増となった。
CACで受注⾼が19億円の伸び、CACを中⼼に受注が伸びていて、下期も
堅調な売上が期待される。

【海外IT】
・受注⾼、10億円の伸び。
・受注残、24億円の伸び。前期⽐は⼤きな数値となっているが、
これは、受注計上のボラティリティが⾼いこともあるが、
インフラ系で複数年にわたる案件をインド・中東で受注したものが
残っているため。
昨年の受注残が少なかったため、前年同期⽐で⼤きな数値となっている
が、数値としては37億円でさほど⼤きな受注残⾼ではないとみている。

【CRO】
売上と同様に低調となった。
・受注⾼、6億減の50億円。
・受注残、70億を割って昨年より減額となっている。



【⾦融】
・4億円減は、ほぼ国内ITによるもの。
メガバンク系の⼤きなプロジェクトが⼀巡したこと、さらに⾦融機関内
での事業ポートフォリオの⾒直しの中で、従来型のIT投資についてやや
慎重な姿勢が⾒受けられたことが反映されて受注が伸び悩んだ。

【信託】
・旺盛な伸び、⼤型年⾦統合案件、複数年案件の受注開始などがある。

【医薬】
・82億円の受注⾼、ITで7億円増、⼀⽅でCROが5億円減で合わせて1.7億
円増となった。

【サービス他】
・14億円の伸び、うち9億が海外。特にインド・中東での顧客は官公庁の
案件が多く計上されている。





【営業利益グラフ】

19年1Qから2Qへ右肩下がりの原因︓
・国内ITの利益が、1Qに偏っていた。2019年1Qの中に、2018年4Qに
あがるべきものが検収の遅れなどで1Qに計上した分、また2019年2Qの
計上予定だったものが前倒しで計上した分の双⽅で計1億円分が
1Qに計上されたことや、販管費の未消化1億円などから
1Qに利益が偏っていた。

・販管費は2Qで国内ITが1億ほど増えている。4⽉に新⼊社員が増えた
ことにより4〜6⽉で販管費が増えたため、利益を押し下げた。

・さらにCROが2Qで⾚字になったことが響いている。



【国内IT】
・受注状況等を⾒ても⾮常に期待できる状況であり、下期も需要が旺盛で堅調に推移する⾒通し。
・やや⼈⼿不⾜、リソースの質が薄い中で無理に案件を取ると不採算につながることもあるので、
需要のほうが多いが、慎重に推し進めていく。

・CACを中間親会社にして、ドメインの⾒直しなど事業再建をしながら案件をすすめていく。

【海外IT】
・セグメント利益の⿊字化はできた、これを維持していくように体制を整えていく。
・インドではインフラ系、⽇本でいうハードウェア売上に近いところが多くを占め、利益率は低い。
SIなど多少マージンの厚い取引が取れるように業務⼒を強化し、収益向上につなげる。

・中国においては、⽶中問題の影響は多少はあるが、当社はオフショア中⼼なので国内ITが旺盛
であれば多少伸びる。現地でのブレイクスルーを狙い、現地スタートアップの投資を準備中。

【CRO】
・⾮常に厳しい状況である。最⼤の原因としては、昨年12⽉に⼤きなプロジェクトが終了し、
四半期あたり3億から5億の売り上げがあったものがなくなったため。

・これを埋めるべく受注活動を⾏っているが、⼩規模な案件で推移しているため、その結果反映に時間
がかかっている状況。

・⽇本CRO協会の会員各社の総売上⾼は成⻑が⽌まっている。国際共同治験対応ができる外資との契約
を望む傾向が多い中、内資のCROの状況は厳しい状況が続いている。

・当社は安全性情報管理がコアの売上となっていて、そこに⼀⽇の⻑がある。これをきちんと伸ばして
いけるように受注していく。さらに今まで以上に厳しいコスト削減の策を講じていく。

【未来領域】
・M&Aの獲得や、ベンチャーキャピタルを通した技術の応⽤。
・感情認識AIなどは、すでに技術の応⽤が進んでいて、グループ全体で1億程度の売上があがっている。
・ベンチャーキャピタル（VC）の投資状況、
→5個のVCの投資総額が25億。現時点ほぼイーブン。
→PLに影響が出るものについては、当第2四半期では、営業外費⽤で1.1億円の損を計上している。
損失計上しているものは、⽶のベンチャーをたたんでしまったもの。

→上場してExitして利益を出しているものもあるが、いずれにしても⼤きな影響はない。
昨年までは、利益のほうが多かったが、今期に損失が出てイーブンぐらいになっている。

→VCは純投資というより、技術の獲得という意味合いが強い。
投資先は⽇本とアメリカ。今後は中国、インドでもやっていきたい。



・利益については進捗が遅れている。
・CROのブレーキが予想以上であり苦しい状況ではあるが、ITも堅調である
ことから、40%強の進捗率ではあるが、通期業績予想は据え置きとした。



・配当は今年度50円。株主還元を進める形。



・⾦額のほうが先⾏していて、⾦額が14億円で46.7%の進捗率。
株式は93万株の取得にとどまっている。

・制限がある中で取得を進めている。
→決算期間は取得できないし、インサイダー情報などがある際は取引が
できない、また取引量も限定的になるなどしている。

→その中で12⽉末までに⽬標にむけて取得していきたい。












